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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オーディオ信号に対応した音が出力されるドライバが直接又は間接的に取付けられて、
聴取者の左右の耳介の近傍に装着される２つの筐体と、
　上記２つの筐体を接続する弾性体で構成されたバンドと、
　上記バンドを被覆するチューブとを備えたヘッドホン装置において、
　上記それぞれの筐体に、上記バンド及びチューブが挿入される透孔を設け、
　上記透孔に挿入されたチューブの端部に挿入されて、チューブの端部を上記透孔に圧接
させる固定部材を備えた
　ヘッドホン装置。
【請求項２】
　請求項１記載のヘッドホン装置において、
　上記固定部材には、上記透孔への挿入方向に沿って、１つ又は複数の溝を設けた
　ヘッドホン装置。
【請求項３】
　請求項１記載のヘッドホン装置において、
　上記ドライバにオーディオ信号を供給する信号線を、上記チューブに挿通させ、
　上記固定部材は、チューブの一部だけを上記透孔に圧接させる形状とし、
　その圧接しない位置に、上記信号線を挿通させるようにした
　ヘッドホン装置。
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【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、オーディオ信号源などに接続してオーディオ又は音声を聴取するヘッドホン装
置に関し、特に左右のドライバが取付けられた筐体の間が、バンドで接続される形態のヘ
ッドホン装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、例えば図１１に示す構成のヘッドホン装置が製品化されている。図１１は、聴取者
が装着した状態を正面から見た図である。このヘッドホン装置は、聴取者の左の耳介を覆
う位置に配置されるハウジング１１０と、聴取者の右の耳介を覆う位置に配置されるハウ
ジング１２０と、各ハウジング１１０，１２０を回動自在に支持するハンガー１６０，１
６０′と、それぞれのハンガー１６０，１６０′の上部に取付けられたスライダ１８０，
１８０′とを備えて、左右のスライダ１８０，１８０′をバンドで接続して構成される。
図１１では、バンドに樹脂製のチューブ１３１，１３２を被覆させてあり、バンドそのも
のは外部から見えないようになっている。また、チューブ１３１，１３２で被覆されたバ
ンドの両端部は、接続部材１４０，１４０′を介してスライダ１８０，１８０′と接続さ
せてある。
【０００３】
図１２は、側面から見た図である。図１２では、左耳に装着される側だけを示してあるが
、反対側の構成についても基本的には同じである。ハウジング１１０は、支点１６１，１
６２で回動できるようにハンガー１６０に取付けてあり、ハンガー１６０の中央部１６３
に、スライダ１８０の一端が取付けてある。ここでは、スライダ１８０は、金属線をＵ字
型に曲げて形成させてある。このスライダ１８０の途中には、樹脂製の接続部材１４０が
取付けてある。この接続部材１４０は、スライダ１８０に沿って平行に移動できるように
構成してあり、ユーザがヘッドホン装置を装着させたときに、バンドの位置を調整できる
ようにしてある。
【０００４】
接続部材１４０には、２本のチューブ１３１，１３２で被覆されたバンドの端部が固定さ
せてある。また、一方のチューブ１３１には、左右のハウジング１１０，１２０の間でオ
ーディオ信号を伝送させるためのコード１７０を挿通させてある。このコード１７０は、
図１２に示すように、接続部材１４０とハンガー１６０との間では、外側に露出している
。ハンガー１６０からハウジング１１０までの間は、ハンガー１６０の内部を通過させる
構成としてある。
【０００５】
図１３は、図１２と同じ側から見た各部品の内部の構成を示した図である。なお、ハウジ
ング１１０については、図１２に示した状態から９０°回動させた位置で示してある。ハ
ウジング１１０の内部には、オーディオ信号の供給で音を出力するドライバ１１１が配置
してある。また、この例ではドライバ１１１の前面側に、装着者の耳介が入る空間１１２
を設けてある。
【０００６】
ハウジング１１０内のドライバ１１１から引き出されたコード１７０は、ハンガー１６０
の支点１６２から、ハンガー１６０の内部を通過して、中央部１６３から外部に引き出さ
れる。その引き出されたコード１７０は、接続部材１４０の内部に取り込まれる。
【０００７】
接続部材１４０は、４つのネジ孔１４１が設けてあり、図示しない蓋部材がネジで取付け
られる。図１３では、蓋部材を外して接続部材１４０の内部を示してある。本例の接続部
材１４０は、一端がハンガー１６０に固定されたＵ字状のスライダ１８０の途中に平行移
動可能に取付けてあり、チューブ１３１，１３２で被覆されたバンド１３３，１３４の一
端が固定されている。バンド１３３，１３４は、例えば弾力性のある金属線で構成されて
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、先端部が９０°曲折させてある。そして接続部材１４０には、それぞれのバンド１３３
，１３４の先端部が挿入される孔１４６，１４７が設けてあり、曲折されたバンド１３３
，１３４の先端部が挿入されることで、バンド１３３，１３４の端部が接続部材１４０に
係止される。
【０００８】
図１４は、バンド１３３が接続部材１４０に固定される状態を拡大して示す図である。接
続部材１４０には、ネジ１９１を使用して蓋部材１５０がネジ止めされる構成としてある
。先端部が９０°曲折したバンド１３３の先端が、孔１４６に挿入されて、バンド１３３
の先端が接続部材１４０に係止され、さらに蓋部材１５０がネジ止めされることで、孔１
４６から外れないようになり、バンド１３３，１３４が接続部材１４０に確実に固定され
ることになる。
【０００９】
バンド１３３が接続部材１４０に固定された状態では、バンド１３３を被覆したチューブ
１３１の端部１３１ａが、接続部材１４０の凹部１４２に嵌まった状態になっている。従
って、通常の状態では、接続部材１４０からバンド１３３が見えないようになっている。
即ち、接続部材１４０へのバンド１３３及びチューブ１３１の取付け状態を図１５に示す
と、チューブ１３１の端部１３１ａは、溝部１４２に嵌まった状態となって、バンド１３
３やコード１７０が見えないようになっている。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】
ところが、バンドを被覆したチューブは、合成樹脂で形成されて柔軟性を有し、多少伸縮
する素材である。従って、チューブをバンドに沿って引っ張るような力が働いたとき、チ
ューブ１３１の先端部１３１ａが、接続部材１４０から外れてしまって、内部のバンドや
コードが露出してしまうことがあった。図１６は、チューブ１３１の先端部１３１ａが、
接続部材１４０から外れた状態の例を示した図である。この図１６に示すように、チュー
ブ１３１をバンドに沿って引っ張るような力が働くと、チューブ１３１の先端部１３１ａ
が、接続部材１４０の凹部１４２から比較的簡単に外れてしまう。このような状態は、ヘ
ッドホン装置をユーザが持つときの持ち方などにより発生することがある。
【００１１】
このようにチューブ１３１が外れてしまうと、チューブ１３１で被覆されたバンド１３３
やコード１７０が露出してしまい、ヘッドホン装置としての見栄えが悪くなる。また、図
１６に示すように、チューブ１３１の端部を収納する凹部１４２の中で、バンド１３３や
コード１７０が遊びを持った状態で配置されることなり、チューブ１３１が左右に動かし
たとき（例えば図１６に示すｘ方向やｙ方向）、バンド１３３やコード１７０が接続部材
１４０内で左右に動いてしまい、コードの断線しやすくなってしまう。
【００１２】
なお、図１５に示すように、チューブ１３１の端部１３１ａが挿入される凹部１４２の長
さＬ１を十分に長くすることで、チューブ１３１の端部１３１ａが露出しにくくすること
は可能であるが、このように長さＬ１を十分に長くすると、それだけ接続部材などの部品
が大型化して、ヘッドホン装置が大型になってしまう問題があり、携帯用などの用途で小
型化が必要なヘッドホン装置には適用できない。また、接着剤などでチューブ１３１の端
部を接続部材１４０の内部に固定させることも可能であるが、この場合でも、接着剤を塗
布する面積を確保するために、接続部材１４０の中にチューブ１３１が比較的長く配置さ
せる必要があり、やはり小型化の点から好ましくなく、また接着剤を塗布する作業が組み
立て時に必要になり、組み立て作業性が悪くなってしまう。
【００１３】
また、このようにチューブ１３１の端部１３１ａからコードとバンドが露出するようなこ
とがあると、コードとバンドを装着者が触れることができる状態となり、コードを触れる
ようなことがあると、使用状態によっては最悪の場合、バンドの周りにコードが巻きつい
てしまって、チューブ内でのコードの配置状態が乱れたものになって、好ましくない状態
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になる問題があった。
【００１４】
なお、ここまで説明した構成のヘッドホン装置は、バンドが接続部材を介してハウジング
に取付けられる構造のものとしたが、左右の耳介に装着されるハウジングが、チューブで
被覆されたバンドで直接接続される構成のヘッドホン装置の場合にも、同様の問題がある
。
【００１５】
　本発明は、ヘッドホン装置の左右の筐体を接続するバンドを被覆したチューブの端部が
、簡単な構成で露出しないようにすることを目的とする。
【００１７】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、オーディオ信号に対応した音が出力されるドライバが直接又は間接的に取付
けられて、聴取者の左右の耳介の近傍に装着される２つの筐体と、２つの筐体を接続する
弾性体で構成されたバンドと、バンドを被覆するチューブとを備えたヘッドホン装置にお
いて、それぞれの筐体に、バンド及びチューブが挿入される透孔を設け、この透孔に挿入
されたチューブの端部に挿入されてチューブの端部を透孔に圧接させる固定部材を備えた
ものである。
【００１８】
　かかる本発明のヘッドホン装置によると、固定部材をチューブの端部から挿入させるだ
けで、この部材と透孔とでチューブの端部を挟むようになり、チューブに引っ張る力が働
いても、チューブの端部が筐体から離れるようなことがなくなる。従って、チューブで被
覆されたバンドなどが露出することがなくなる。
【００２１】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の第１の実施の形態を、図１～図３を参照して説明する。この図１～図３に
おいて、従来例で説明した図１１以降の図に対応する部分には同一符号を付す。
【００２２】
本実施の形態においては、従来例として図１１及び図１２に示したヘッドホン装置に適用
したものである。即ち、図１１に示すように、聴取者の左右の耳介を覆う位置に配置され
るハウジング１１０，１２０と、各ハウジング１１０，１２０を回動自在に支持するハン
ガー１６０，１６０′と、それぞれのハンガー１６０，１６０′の上部に取付けられたス
ライダ１８０，１８０′とを備えて、左右のスライダ１８０，１８０′をバンドで接続し
て構成されるヘッドホン装置に適用したものである。バンドは、樹脂製のチューブで被覆
させてあり、バンドの両端部は、接続部材を介してスライダ１８０，１８０′と接続させ
た構成のものである。
【００２３】
ここで、従来例ではバンド１３３，１３４とスライダ１８０，１８０′とを接続させる接
続部材として、図１４～図１６に詳細に示した接続部材１４０を使用したが、本実施の形
態においては、図１に示した接続部材２００を使用する。図１は、接続部材２００の要部
を示した図である。なお、接続部材２００の外形などの基本的な形状については、従来例
で説明した接続部材１４０と同一としてあり、これから述べるバンド１３３，１３４を固
定する機構だけが、接続部材１４０と異なる形状としたものである。接続部材２００に取
付けられる各部材の符号については、従来例で説明した部材と同一の符号を付与してある
。
【００２４】
図１に示すように、本例の接続部材２００で固定されるバンド１３３については、チュー
ブ１３１で被覆させてあり、このチューブ１３１にはコード１７０を同時に通してある。
チューブ１３１は、例えば塩化ビニル、エラストマ、ゴムなどの樹脂で形成させた場合の
他に、繊維などで形成させても良い。バンド１３３は、例えば弾性力のある金属線で構成
されて、その先端部は、９０°曲折させた形状としてある。コード１７０については、図
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示しないハウジングの内部まで伸ばされている。
【００２５】
接続部材２００は、蓋部材２１０をネジ２２１，２２２でネジ止めして蓋をすることで組
み立てられるものであり、接続部材２００にはそのためのネジ孔２０１，２０２が設けて
ある。図１では蓋部材２１０を外した状態として示してある。スライダ１８０は溝２０６
に配置してあり、蓋部材２１０を取付けることで、接続部材２００にスライダ１８０が平
行移動可能に保持される。
【００２６】
接続部材２００のバンド１３３取付け機構としては、接続部材２００に円形のバンド接続
用透孔２０３が設けてあり、この透孔２０３を介してバンド１３３やコード１７０を、接
続部材２００の内部に導入するようにしてある。そして、接続部材２００を組み立てる際
には、透孔２０３にチューブ１３１，バンド１３３，コード１７０を通した上で、接続部
材２００の内側から、固定部材２３０を挿入するようにしてある。
【００２７】
図２は、本例の固定部材２３０の形状を示した図である。固定部材２３０は、透孔２０３
の内径よりも若干小さな直径のほぼ円柱形の部材で構成され、先端側がわずかに細くなっ
た、くさび形状としてある。そして、透孔２０３に挿入する方向に沿って、２本の溝２３
１，２３２がほぼ１８０°対向した位置に設けてある。一方の溝２３１は、バンド１３３
の直径よりも大きな深さの溝としてあり、他方の溝２３２は、コード１７０の直径よりも
大きな深さの溝としてある。これらの溝２３１，２３２は、同じ深さとしても良い。また
、この例の固定部材２３０には、後端部に若干の突起部２３３を円周方向に沿って設けて
ある。但し、溝２３１，２３２の形成部には、突起部２３３は設けてない。
【００２８】
このように構成される固定部材２３０は、接続部材２３０のバンド接続用透孔２０３に、
チューブ１３１，バンド１３３，コード１７０を通した上で、図１に示すように、接続部
材２００の内側から、チューブ１３１の端部から内部に挿入する。このとき、溝２３１の
形成された位置にバンド１３３を配置させ、溝２３２の形成された位置にコード１７０を
配置させる。
【００２９】
このように固定部材２３０を挿入することで、透孔２０３の内壁と固定部材２３０とで、
チューブ１３１を挟んだ状態となる。但し、バンド１３３とコード１７０は、溝２３１，
２３２の形成位置に配置されるため、バンド１３３やコード１７０が強い力で挟まれるよ
うなことはない。
【００３０】
図３は、固定部材２３０が透孔２０３に挿入された状態を示した図である。固定部材２３
０で透孔２０３に挟まれたチューブ１３１の端部１３１ａから伸びたバンド１３３は、接
続部材２００のバンド係止用孔２０４に挿入されて、バンド１３３が外れない状態で固定
される。また、チューブ１３１の端部１３１ａから伸びたコード１７０は、接続部材２０
０のコード用溝２０５から接続部材２００の外側に引き出される。
【００３１】
このようにチューブ１３１が透孔２０３の内部で挟まれた状態になることで、例えばチュ
ーブ１３１が透孔２０３の外側から引っ張られても、チューブ１３１の端部１３１ａが接
続部材２００の透孔２０３から離れるようなことがなくなる。従って、チューブ１３１で
被覆されたバンド１３３やコード１７０が露出することがなくなり、ヘッドホン装置とし
て見栄えが良くなる。また、チューブ１３１の端部１３１ａが接続部材２００から露出す
ることによる、コード１７０の断線などの不具合を解消できる。
【００３２】
さらに、固定部材２３０は、接続部材２００の透孔２０３の中に挿入できるサイズで良い
ため、図３に示すように組み立てられた状態では、固定部材２３０が配置されるスペース
を接続部材２００側に確保する必要がほとんどなく、バンド接続用透孔２０３からバンド
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係止用孔２０４までの長さＬ２を短くすることができる。即ち、従来の場合には、図１５
に示すように、チューブ１３１の端部１３１ａが固定部材から外側に出ないようにするた
めに、チューブ１３１の端部１３１ａが挿入される部分（凹部１４２）の長さＬ１をある
程度長くする必要があったが、本例の場合にはこのような長さが必要ない。従って、接続
部材２００をそれだけ小型に構成できることになり、ヘッドホン装置の小型化につながる
。
【００３３】
なお、図１～図３の説明では、接続部材２００で固定される２本のバンド１３３，１３４
の内のバンド１３３の固定機構についてだけ説明したが、もう１本のバンド１３４の固定
機構についても同様に構成する。但し、本例のバンド１３４については、図１２，図１３
に示すように、コードを通過させる必要がないので、透孔に挿入させる固定部材に、バン
ドを通す溝だけを設けて、コードを通す溝は設けない構成としても良い。或いは、図２に
示した構成の固定部材２３０（即ち溝が２本のもの）を、もう１本のバンド１３４を固定
する側にも共通に使用しても良い。
【００３４】
次に、本発明の第２の実施の形態を、図４～図１０を参照して説明する。本実施の形態に
おいては、聴取者が装着した際に、後頭部にバンドが位置するいわゆるネックバンド方式
のヘッドホン装置に適用したものである。また、バンドを被覆したチューブの端部が、左
右のハウジングに直接固定される形式のヘッドホン装置である。
【００３５】
まず、本例のヘッドホン装置の全体的な構成について、図４を参照して説明する。図４は
、本実施の形態によるヘッドホン装置の収納時の形状を示した図である。本例のヘッドホ
ン装置は、左側ハウジング１０と右側ハウジング２０とを、円形に巻回されたチューブ３
０で接続させた形状としてある。チューブ３０の中には、金属線で構成されるバンドと、
オーディオ信号を伝送させるコードとを通してある。このバンドは、弾性力を有する部材
で構成させてあり、円形に巻回された状態からほぼ直線状に引き伸ばすことができるよう
な材質としてある。
【００３６】
左側ハウジング１０には、オーディオ信号源と接続するためのプラグ４１が一端に取付け
られたコード４０の他端（ブッシング部４２）が接続させてある。このコード４０は、チ
ューブ３０内のコードを介して右側ハウジング２０にも接続してある。
【００３７】
各ハウジング１０，２０の内部には、オーディオ信号の供給で音を出力させるドライバが
内蔵させてある。内蔵されたドライバは、例えば直径数センチ程度のもの（例えば９mm～
１６mm程度の小径のもの、又は３０mm程度の比較的大型のもの）である。プラグ４１をオ
ーディオ信号源に接続させたとき、そのオーディオ信号源から供給されるオーディオ信号
（音声信号）が、左右のハウジング１０，２０内のドライバにコードを介して供給される
構成としてある。
【００３８】
各ハウジング１０，２０に内蔵されたドライバの外側にスポンジ状のイヤーパッド１１，
２１が取付けてある。ハウジング１０，２０のドライバ保持部である本体部は、合成樹脂
などで構成される。
【００３９】
ここで、本例の各ハウジング１０，２０とチューブ３０との位置関係について説明すると
、左側ハウジング１０のバンド接続部１２に、チューブ３０の端部３１が接続させてある
。このバンド接続部１２は、ほぼ円形の左側ハウジング１０の中心から偏心した位置に設
けてある。同様に、右側ハウジング２０のバンド接続部２２に、チューブ３０の端部３２
が接続させてあるが、このバンド接続部２２についても、ほぼ円形の右側ハウジング２０
の中心から偏心した位置に設けてある。バンド接続部１２，２２でのチューブ３０の固定
機構については後述する。
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【００４０】
チューブ３０で被覆されたバンドの形状としては、約６５０°（即ち約７／４回転）巻回
させた形状としてあり、図４に示すように左右のハウジング１０，２０が重ならない状態
の形状としてある。そして、左右のハウジング１０，２０と接続されるチューブ３０の端
部３１，３２の近傍は、比較的小さな半径で曲線を描く形状としてあり、チューブ３０の
中央部は、比較的大きな半径で曲線を描く形状としてあり、一方の端部３１の巻回位置と
他方の端部３２の巻回位置とが異なる位置になるようにしてある。この図４に示す収納状
態のヘッドホン装置の装着状態については後述する。
【００４１】
図５は、左側ハウジング１０とその近傍を示した図である。左側ハウジング１０のバンド
接続部１２の内部には、チューブ３０で被覆されたバンド５１の一端が固定させてある。
また、チューブ３０内には、オーディオ信号の供給路であるコード５２が通してある。こ
の場合、本例のチューブ３０は、図５に切断して示すように、長手方向に連続して、内部
に隔壁３０ａが形成してあり、その隔壁３０ａで内部の空間が２つに仕切られている。そ
の仕切られた２つの空間の内の第１の空間３０ｂには、バンド５１が通してあり、第２の
空間３０ｃには、コード５２が通してある。
【００４２】
図６は、本例の左側ハウジング１０のバンド接続部１２の内部構造を分解して示す図であ
り、図７は組み立てた状態を示した図である。図６，図７に示したハウジングのバンド接
続部１２は、図５とは反対側になる面から見た図であり、バンド接続部１２に隣接した円
形（但し図６，図７では一部を省略してある）のドライバ取付け部１２ｅに、オーディオ
信号の供給で音を出力するドライバ（図示せず）が配置される。
【００４３】
バンド接続部１２の内部には、円筒形の空間部１２ａが設けてある。この空間部１２ａの
表面（図６で上側になる面）は開けられて、蓋部材１４をその上に取付けることで、円筒
形の密閉された空間が完成する構成としてある。そして、円筒形の空間部１２ａの上側に
、外側まで貫通したバンド接続用透孔１２ｂが設けてあり、下側に、外側まで貫通した信
号線接続用透孔１２ｃが設けてある。この信号線接続用透孔１２ｃには、コード４０のブ
ッシング部４２が挿入されて固定される。即ち、図６に示すように、ブッシング部４２に
は、段差部４３が設けてあり、ブッシング部４２を外側から透孔１２ｃに圧入させて、透
孔１２ｃに段差部４３が嵌まるようにして、固定させる。このように固定させることで、
コード４０の先端から露出した信号線４４，４５，４６が、バンド接続部１２の内部の空
間部１２ａに位置するようになる。
【００４４】
また、空間部１２ａとドライバ取付け部１２ｅとの間には、バンド係止用溝１２ｄが設け
てある。なお、空間部１２ａの上に蓋部材１４を取付けたとき、溝１２ｄの上に蓋部材１
４が位置して、溝１２ｄが蓋される構成としてある。
【００４５】
本例のチューブ３０及びその内部のバンド５１を、ハウジング１０のバンド接続部１２に
取付ける際には、図６に示した固定部材１３を使用する。この固定部材１３は、例えば合
成樹脂で形成されて、くさび型の円錐を半分に割った形状としてあり、先端部１３ｂ（図
６での上側）が透孔１２ｃの内径よりも小さく、後端部１３ｃ（図６での下側）が透孔１
２ｃの内径よりも大きな形状としてある。但し、先端部１３ｂと後端部１３ｃとの径（幅
）の差は、比較的小さくしてある。また、半円形であるために円形部の反対側に形成され
る平面部に、先端部１３ｂから後端部１３ｃまで連続した溝１３ａが設けてある。この溝
１３ａの深さは、少なくともバンド５１を構成する線材を通すことができる程度としてあ
る。
【００４６】
このように構成されるハウジング１０のバンド接続部１２に、チューブ３０及びバンド５
１が固定される状態を、図６及び図７を参照して説明すると、既に説明したように本例の
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チューブ３０は、隔壁３０ａで仕切られた第１の空間３０ｂにバンド５１が通してあり、
第２の空間３０ｃにコード５２が通してある。チューブ３０の端部３１からは、バンド５
１の端部とコード５２の端部が露出している。バンド５１の先端部については、予め９０
°曲折させてある。コード５２については、例えば２本の信号線５２ａ，５２ｂを束ねて
ある。
【００４７】
ここで、チューブ３０の端部３１をハウジング１０の外側から透孔１２ｃに挿入し、バン
ド５１の先端とコード５２の先端とが、空間部１２ａに位置するようにする。このバンド
５１の９０°曲がった先端については、図７に示すように、バンド係止用溝１２ｄに嵌め
て、この溝１２ｄでハンド５１を保持させる。コード５２内の信号線５２ａ，５２ｂにつ
いては、ハウジング１０のバンド接続部１２に取付けられたコード４０内の信号線４４，
４５，４６と接続される。この信号線の接続には、小基板などの回路部品を使用するよう
にしても良い。
【００４８】
そして、このようにチューブ３０の端部３１が透孔１２ｃから空間部１２ａの内部に若干
はみ出た状態とした上で、空間部１２ａ側から、チューブ３０の端部３１の第１の空間３
０ｂに、固定部材１３の先端部１３ｂを圧入する。このとき、バンド５１が溝１３ａに配
置されるようにする。
【００４９】
図７は、固定部材１３を圧入させた状態を示したものである。この状態では、チューブ３
０の半分（第１の空間３０ｂ側）が、透孔１２ｂの壁部と固定部材１３とで挟まれた状態
になり、チューブ３０の端部３１が、バンド接続部１２の透孔１２ｂに固定された状態に
なる。従って、チューブ３０を引っ張る力が働いたとしても、ハウジング１０のバンド接
続部１２の透孔１２ｂからチューブ３０が離れることが阻止され、チューブ３０で被覆さ
れたバンド５１やコード５２が露出することがなくなる。本例の場合には、固定部材１３
でチューブ３０の約半分である第１の空間３０ｂ側だけを押さえる構成として、第２の空
間３０ｃ側には、何も固定部材を配置しないが、チューブの固定機構として十分に機能す
る。
【００５０】
このように本実施の形態の構成の場合にも、上述した第１の実施の形態で説明したヘッド
ホン装置と同様に、チューブで被覆されたバンドやコードが露出することがなくなり、ヘ
ッドホン装置として見栄えが良くなると共に、チューブの端部がハウジングから露出する
ことによる、コードの断線などの不具合を解消できる。さらに、透孔内のチューブに固定
部材１３を挿入するだけで良いため、固定のためのスペースが必要なく、バンド接続部を
小型に構成でき、それだけヘッドホン装置の小型化につながる。
【００５１】
また本例の場合には、チューブ３０の形状として、第１の空間３０ｂと第２の空間３０ｃ
とに仕切られたものとして、それぞれの空間３０ｂ，３０ｃに個別にバンド５１とコード
５２を通すようにしたので、半円形状の固定部材１３で止める際に、固定部材１３でコー
ド５２を挟むことが確実に阻止される。即ち、固定部材１３には、バンドを通すための溝
１３ａが設けてあり、同様の溝でコード５２も通すようにすれば、コード５２の挟み防止
が可能であるが、組み立て作業時に確実にコード５２を溝に通す必要があり、組み立て作
業時にコードの位置を慎重に決める必要がある。これに対して本例の場合には、チューブ
３０の内部が第１の空間３０ｂと第２の空間３０ｃとに分かれているので、固定部材１３
を第１の空間３０ｂに挿入させる作業を行うだけで、自動的に第２の空間３０ｃ内のコー
ド５２を挟むことのない位置が選定され、ヘッドホン装置の組み立て作業性が良い効果を
有する。
【００５２】
また本例のような第１の空間３０ｂと第２の空間３０ｃとに仕切られたチューブ３０を使
用したことで、チューブ３０の内部でバンド５１にコード５２が巻きつくようなことがな
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く、この点からもコード５２の断線を確実に阻止できる。
【００５３】
ここで、本実施の形態で説明した図４～図７に示すヘッドホン装置を、聴取者が装着する
際の装着状態を、図８～図１０を参照して説明する。本例のヘッドホン装置を聴取者が装
着する際には、まず図８に示すように、左右のハウジング１０，２０の表面側（ドライバ
から音声が出力される面とは反対側の面）を上にした状態で、左右のハウジング１０，２
０を左右の手で個別に持って、左右上方に開かせる。このように開かせながら、チューブ
３０（及びチューブ内のバンド）を引き伸ばして、図９に示すように、左側ハウジング１
０の音声出力面１１ａと、右側ハウジング２０の音声出力面２１ａとが、約２０cm程度の
間隔で対向するような位置となるようにする。
【００５４】
この図９に示すような状態にチューブ３０を引き伸ばしたとき、そのチューブ３０内のバ
ンドが元の形状に戻ろうとする力が働く。このとき作用する力は、図９に矢印Ｐ1 ，Ｐ2 

，Ｐ3 として示すように、主として左右のハウジング１０，２０が元の方向に戻ろうとす
る力Ｐ1 ，Ｐ2 と、チューブ３０の中央部３３が伸びた状態から元の曲がった位置に戻ろ
うとする力Ｐ3 に分けることができる。
【００５５】
また、図９に示すようにバンドを引き伸ばしたとき、比較的小さな半径で曲線を描く形状
とされたチューブ３０の一方の端部３１と左側ハウジング１０との間に、装着者（聴取者
）の左の耳介が入る程度の隙間Ｅ1 が生じ、同様にチューブ３０の他方の端部３２と右側
ハウジング２０との間に、装着者の右の耳介が入る程度の隙間Ｅ2 が生じる。
【００５６】
この図９に示すように引き伸ばされた状態のままで、装着者の後頭部にヘッドホン装置を
持っていき、上述した隙間Ｅ1 に装着者の左の耳介の上部を入れ、隙間Ｅ2 に装着者の右
の耳介の上部を入れて、左右の耳介の上部後方に、チューブ３０の両端部３１，３２が入
るようにして、左右の耳介の前面にハウジング１０，２０が位置した状態で、ヘッドホン
装置が保持されるようにする。
【００５７】
図１０は、このようにして聴取者の頭部にヘッドホン装置を装着させた状態を、三面で示
した図である。図１０Ａに示すように、正面から見たとき、聴取者の左の耳介ｅ1 の前面
に、左側ハウジング１０が位置し、聴取者の右の耳介ｅ2 の前面に、右側ハウジング２０
が位置している。そして、図１０Ｂ及び図１０Ｃに示すように、その位置の保持が、耳介
ｅ1 ，ｅ2 の上部と頭部との間に位置するチューブ３０の端部３１，３２により行われて
いる。
【００５８】
この図１０に示すように聴取者の頭部に装着した状態では、図１０に示す状態から引き伸
ばされたバンドが戻ろうとする力（図９に示したＰ1 ，Ｐ2 ，Ｐ3 ）が作用するために、
頭部にジャストフィットする。即ち、上面から見た図１０Ｃに示すように、図９に示した
力Ｐ1 が、左側ハウジング１０を頭部中央方向に押しつける力として働いて、左側ハウジ
ング１０が耳介ｅ1 に圧接する。同様に、図９に示した力Ｐ2 が、右側ハウジング２０を
頭部中央方向に押しつける力として働いて耳介ｅ2 に圧接するようになる。さらに、図１
０Ｂ及びＣに示すように、図９に示したチューブ３０の中央部３３に働く力Ｐ3 が、装着
時に後頭部ｈ1 を押す力として作用し、チューブ３０の中央部３３と後頭部ｈ1 との間に
隙間が発生しない。
【００５９】
なお、図１０に示すように装着されたヘッドホン装置を聴取者の頭部から外すことで、チ
ューブ３０内のバンドが元の巻回された形状に戻り、図４に示すような円形の形状に自動
的に戻る。
【００６０】
このように聴取者が良好に装着でき、収納時にも小型に収納できるヘッドホン装置におい
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て、バンド接続部を上述した図６，図７に示す構成としたことで、バンドを被覆したチュ
ーブの固定が簡単かつ良好に行える。特に本例のヘッドホン装置の場合には、ハウジング
に直接バンドが取付けられる小型形状のものとしてあり、バンド固定機構を上述した構成
としたことで、ハウジングのバンド接続部を非常に小型化でき、ヘッドホン装置の小型化
に貢献している。
【００６１】
なお、上述した各実施の形態で説明したヘッドホン装置のハウジングやバンドなどの各種
部材の形状については、一例を示したものであり、その他の形状のものを適用しても良い
。即ち、上述した第１の実施の形態では、バンドの両端を、樹脂で形成された筐体である
接続部材に固定し、その接続部材とスライダを介して、ドライバが収納されたハウジング
に間接的に接続させる構成とし、第２の実施の形態では、バンドを、ドライバが収納され
たハウジングに直接的に接続させる構成としたが、その他の構成で、チューブで被覆され
たバンドが取付けられるようになったヘッドホン装置にも本発明の構成が適用できるもの
である。
【００６２】
また、上述した各実施の形態で示した固定部材は、一例を示したものであり、図２や図６
に示した形状のものに限定されるものではない。即ち、チューブの端部から挿入（圧入）
して、透孔の内壁にチューブを圧接させて、チューブの外れ止として機能するものであれ
ば、各種形状のものが通用できる。
【００６３】
また、上述した第２の実施の形態では、チューブの端部を固定部材で固定する機構の場合
に、チューブ３０の内部を隔壁３０ａで第１の空間３０ｂと第２の空間３０ｃとに区切っ
て、それぞれの空間に個別にバンド５１とコード５２を配置するようにしたが、このよう
な固定機構を使用しないヘッドホン装置の左右のハウジングなどを接続するチューブに、
同様の構成のものを適用しても良い。このチューブを適用することで、ヘッドホン装置の
左右のハウジングの間を接続するいわゆる渡り線と称されるコード（信号線）が、チュー
ブの内部でバンドなどに巻きつくようなことを確実に防止できる。
【００６４】
また、この２つの空間が形成されたチューブを使用する場合、上述した例では一方の空間
にバンドを配置、他方の空間にコードを配置したが、その他の配置例としても良い。例え
ば、チューブを通すコードが複数本ある場合には、チューブの一方の空間に、バンドを構
成する線材と１本のコードを通し、チューブの他方の空間に、残りのコードを通すように
しても良い。このようにすることで、複数本通すコード相互間のチューブの途中での絡み
つきなどを確実に防止できるようになる。
【００６５】
【発明の効果】
請求項１に記載したヘッドホン装置によると、固定部材をチューブの端部から挿入させる
だけで、この部材と透孔とでチューブの端部を挟むようになり、チューブに引っ張る力が
働いても、チューブの端部が筐体から離れるようなことがなくなる。従って、チューブで
被覆されたバンドなどが露出することがなくなり、ヘッドホン装置として見栄えが良いと
共に、チューブの端部が露出することによる、コードの断線などの不具合を解消できる。
【００６６】
請求項２に記載したヘッドホン装置によると、請求項１記載のヘッドホン装置において、
固定部材には、透孔への挿入方向に沿って、１つ又は複数の溝を設けたことで、この溝に
バンドや信号線を通すことで、バンドなどを押さえることなく、チューブだけを筐体に圧
接させることが可能になり、チューブの外れ止めとして有効に機能するようになる。
【００６７】
請求項３に記載したヘッドホン装置によると、請求項１記載のヘッドホン装置において、
ドライバにオーディオ信号を供給する信号線を、チューブに挿通させ、固定部材は、チュ
ーブの一部だけを透孔に圧接させる形状とし、その圧接しない位置に、コードを挿通させ
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とが可能になり、バンドと信号線を挿通させたチューブの外れ止めとして有効に機能する
ようになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態によるヘッドホン装置のバンド固定部の構成例を示す
分解斜視図である。
【図２】本発明の第１の実施の形態によるヘッドホン装置が使用する固定部材の例を示す
斜視図である。
【図３】本発明の第１の実施の形態によるヘッドホン装置のバンド固定部を組み立てた状
態の内部を平面図である。
【図４】本発明の第２の実施の形態によるヘッドホン装置の収納状態の例を示す斜視図で
ある。
【図５】本発明の第２の実施の形態によるヘッドホン装置の片側のハウジングの近傍を拡
大して示す斜視図である。
【図６】本発明の第２の実施の形態によるヘッドホン装置のハウジングのバンド固定部の
近傍を分解して示す斜視図である。
【図７】図６に示すバンド固定部を組み立てた状態を示す斜視図である。
【図８】本発明の第２の実施の形態によるヘッドホン装置の装着時の持ち方の例を示す斜
視図である。
【図９】本発明の第２の実施の形態によるヘッドホン装置を装着のために引き伸ばした例
を示す斜視図である。
【図１０】本発明の第２の実施の形態によるヘッドホン装置の装着例を示す三面の平面図
である。
【図１１】ヘッドホン装置の一例を装着した状態で示す平面図である。
【図１２】図１１の例のヘッドホン装置の側面から見た側面図である。
【図１３】図１２に示すヘッドホン装置の従来の内部構成例を示した側面図である。
【図１４】図１３のＡ部を拡大して分解した状態で示す分解斜視図である。
【図１５】図１３のＡ部を拡大して内部を示す平面図である。
【図１６】図１２に示すヘッドホン装置のバンドを被覆したチューブの端部が露出した例
を示した平面図である。
【符号の説明】
１０…左側ハウジング、１１…イヤーパッド、１１ａ…音声出力面、１２…バンド接続部
、１２ａ…空間部、１２ｂ…バンド接続用透孔、１２ｃ…信号線接続用透孔、１２ｄ…バ
ンド係止用溝、１２ｅ…ドライバ取付け部、１３…固定部材、１３ａ…溝、１３ｂ…先端
部、１３ｃ…後端部、１４…蓋部材、２０…右側ハウジング、２１…イヤーパッド、２１
ａ…音声出力面、２２…バンド接続部、３０…チューブ、３０ａ…隔壁、３０ｂ…第１の
空間、３０ｃ…第２の空間、３１…端部、４０…コード、４１…プラグ、４２…ブッシン
グ部、１１０…左側ハウジング、１２０…左側ハウジング、１３１，１３２…チューブ、
１３１ａ，１３２ａ…端部、１３３，１３４…バンド、１４０，１４０′…接続部材、１
４１…ネジ孔、１４２，１４３…チューブ配置用凹部、１４４，１４５…バンド配置用溝
、１４６，１４７…バンド係止用孔、１４８…コード配置用溝、１５０…蓋部材、１６０
，１６０′…ハンガー、１７０…コード、１８０，１８０′…スライダ、２００…接続部
材、２０１，２０２…ネジ孔、２０３…バンド接続用透孔、２０４…バンド係止用孔、２
０５…コード用溝、２１１，２１２…ネジ孔、２２１，２２２…ネジ、２３０…固定部材
、２３１，２３２…溝
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